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• 野帳などに記録されたアナログデータ
• 観測機器により取得される観測値
• サンプルの分析値・年代 等

• 地質図
• 地球物理図・地球化学図
• 主題図（水文環境図・土壌評価図） 等

１次情報（オリジナルデータ） ２次情報（各種地図類）

解釈等

公開方法
アナログ図面・デジタル図面

一括閲覧・アクセスシステム

報告書・論文・データシート

成果の普及・利活用に大いに貢献

存在しない

離散的に存在するデータ
個別に探してアクセス

一次データ管理・公開プラットフォームの開発



産総研で知的基盤として整備される各種の地図とそのデータ公開

• 野帳などに記録されたアナログデータ
• 観測機器により取得される観測値
• サンプルの分析値・年代 等

• 地質図
• 地球物理図・地球化学図
• 主題図（水文環境図・土壌評価図） 等

一次情報（オリジナルデータ） ２次情報（各種地図類）

解釈等

公開方法
アナログ図面・デジタル図面・データベース報告書・論文・データシート・野帳

• 成果としてまとまっている
• 成果物として公表形式が一貫している

• オリジナルデータに立ち返って検討が困難
• 一度完成するとアップデートが困難

• 最も重要な１次情報
→科学の進展に伴い、常に生み出される
→さらなる活用が期待

• 散逸しがち
• 公表形式がバラバラ

→論文・報告書（ジャーナル、公開形式がバラバラ）
野帳等（公開されていないことも）

地球科学研究一次データとは？



一次データ管理・公開の重要性

研究者：成果普及と効率的な既存研究の活用

成果の普及 効率的な既存研究の活用
成果が必要な人の目に触れない 必要なデータがどこにあるか（無いか）がわからない

• 論文を出版しても、ジャーナルによっては
閲覧される機会が少ない

• 有名データベースだけ引用され、最新の成
果が引用されない

• データを集めることに多くの時間を割かれる
• 少し専門から外れると、データがどこにあるかわから
ない

ワンストップで公開データにアクセスできるプラットフォームへの期待

研究者（個人）レベルでは、容易に“他人が自分のデータ”に“自分が他人のデータ”にアクセスできることは、
研究成果の普及・効率化の両面において重要

自分の取ったデータをより多くの人に利
用してもらいたい

自分の取ったデータをより多くの人
に利用してもらうためにも



一次データ管理・公開プラットフォームの開発

• ブラウザ上で動作
→誰でも利用可能・軽快な動作

• Googleマップ同様の操作感
→直感的で専門知識を要しない

• 同じプラットフォームで様々な情報を表示できる
→必要な情報を探し回らなくて良い

• “ショーケース”
→まとまった成果（二次情報）志向

これらの機能を踏襲

一次データ管理・公開用に機能追加
• 離散的に存在する個別の成果の集約
• 大量の一次データを高速に処理（表示）
• 二次利用を容易にするダウンロード機能

地球科学研究一次データ管理・公開プラットフォーム



地球科学的一次データ

情報 メタ情報位置 ＋ ＋
• 取得日時
• サンプルの情報
• 使用機器
• 出典（データ公開もと）

• 緯度
• 経度
• 標高

• 観測値
• 分析値

など
など

など

種々の地球科学一次データをシンプルに扱う
• 種類・ジャンルを問わず同様の手順・方法により扱える（データ入力、利用とも）
• “出典”をメタ情報として加えることで、詳細についてはオリジナルを確認できるようにする

大量のデータを高速に表示・閲覧できる
• 最新のデータフォーマット（点群PNG）・処理（WebGL）を利用する
• もとのデータはプレーンテキストデータとして保存することで、
将来的なフォーマット・処理変更を容易に行えるものとする。

地球科学研究一次データ管理・公開プラットフォーム



データPNGの概要

 目的

− インターネットを使って，大量の地図データを高速・高度に利用する

 手法のエッセンス
− 通常は地図表示に利用する画像フォーマット(PNG)に，

データをピクセル（色）に変換して埋め込む

 長所

− 圧縮率が良く，高速に転送可能

− ウェブブラウザで高速にデータ処理可能

 現状

− 国土地理院・農研機構などですでに一部利用開始

− 国際標準化に向けてコミュニティー醸成

富士山の標高

3,776.24(m) → R=5, G=195, B=24

( 377624 = 5 × 256 × 256 + 195 × 256 + 24 )

X座標値

Y座標値

観測値

観測ID

点群PNGサンプル
観測データ(570万点)

元のテキストファイルの487MBに対し，
16.5MB(約3.2%)の画像に圧縮

画像ファイルフォーマットである
PNG(Portable Network Graphics)を使っ
てデータを表現

地球科学研究一次データ管理・公開プラットフォーム

https://gsj-seamless.jp/labs/datapng/

https://gsj-seamless.jp/labs/datapng/


地球科学研究一次データ管理・公開プラットフォーム

試作：陸域・海域重力異常

重力異常データ

• 地下を構成する地質の密度を反映する地
球物理学的データ

• 活断層に起因する構造や資源を胚胎する
地質構造の探査

• 陸域と海域でそれぞれ異なるプロジェク
トとして観測を実施

• それぞれ異なるスキームでデータ公開

• プロジェクト外の探査でも日々新しい
データが生み出される
→論文や報告書などバラバラに公表

社会的意義

GSJ内での扱い

研究活動

約２千万点（22,004,508点）= 約1GB 

陸域プロジェクトデータベース

海域プロジェクトデータベース

プロジェクトデータベース外（個別データ）

• 石原丈実（2021）白嶺丸重磁力データの整備・公開.
• 石原丈実・小田啓邦（2021）第2白嶺丸重力データ.

• 駒澤ほか(2013) 地質調査所重力測定値データファイル
• 金属鉱業事業団(2013) 金属鉱業事業団重力測定値データファイル
• 新エネルギー・産業技術総合開発機構(2013) 新エネルギー・産業技術

総合開発機構重力測定値データファイル

• 宮川ほか（2017）和歌山地域重力図（ブーゲー異常図）
• 宮川ほか（2020）石垣島西部名蔵川流域の重力測定
• Miyakawa et al. (2020) PEPS

DVD公開

WEB公開

地図等の
付録

論文のAppendix



地球科学研究一次データ管理・公開プラットフォーム



地球科学研究一次データ管理・公開プラットフォーム

試作：陸域・海域重力異常

できること
• ブラウザ上で動作

→誰でも利用可能・軽快な動作

• Googleマップ同様の操作感
→直感的で専門知識を要しない

• 成果ごとに個別のCSVでデータ管理
→アップデート（情報の追加）が容易

• 異なる成果（DB/論文/報告書）も同時に表示/ダウンロード可能
→成果をまたいだ効率的なデータ収集を可能にし、引用漏れを防ぐ

• データだけでなくメタデータとしてオリジナル（出典）を明示
→手法・精度など確認を要するときは出典に立ち返って確認できる

高い操作性を維持で一次データの管理・公開を実現



地球科学研究一次データ管理・公開プラットフォーム

試作：陸域・海域重力異常
研究者がやったこと

• 「重力異常」として必要不可欠な情報の精査＆フォーマットの作成
→個々のデータの品質等はもとの出典（論文・報告書等）で担保

• フォーマットに合わせてデータの変換
→緯度・緯度の表現など

• メタデータ（引用文献など）を作成
→引用して欲しい論文情報・観測期間など

• ファイルのアップロード
→指定のフォルダにcsvとメタファイルを保存

最初だけ

ちょっとの手間で
“データを求める人がアクセスするサイト”に成果を公開できる

成果を普及したい研究者は自発的にデータベースの整備に参加



プラットフォームの活用

研究者：成果の公開機会の増加、既存データへのアクセスの簡便化

整備データ種目の増加

プラットフォームはフォーマットさえできれば各種データを利用可能
• 磁気異常データ
• 採泥データ
• 化学データ
• 岩石データ
• 年代データ
• 地温データ
• 構造データ etc.

地球科学研究
一次データ管理・公開プラットフォームの
他種目・汎用化

地磁気異常 採泥サンプル



外部関連機関との
プラットフォーム利用調整

公的研究機関・大学関係者に
データ共有依頼
→出典を明示・リンクすることで、
ユーザーの関係機関への誘導も

地球科学研究
一次データ
管理・公開手法の
標準化

海外関連機関とも共有可能

プラットフォームの活用

社会：プラットフォームの標準化による他機関の乗り入れ、
他分野での地球科学データの活用促進

地球科学に詳しくない人も容易にデータにアクセス可能

• データ駆動型研究等の高付加価値な研究が加速
• 市民等の多様な主体が参画した研究活動



まとめ

一次データ管理・公開の重要性

社会：研究DX・オープンサイエンスとデータ駆動型研究の推進
研究者：成果の普及（引用/コラボ増加）、効率的な既存研究の活用

地球科学研究一次データとは？

一次データ管理・公開プラットフォームの開発

プラットフォームの活用

観測データ・計測値・分析値等のデータ→決まった公開形式が無く、散逸しがち

各種一次データの統一的プラットフォーム：簡潔なCSV形式＆マップベースの閲覧機能
・新規データの追加・管理の容易さ
・高いアクセス性・視認性・操作性の確保
・複数プロジェクトで取得された膨大なデータの一元管理・表示を実現

研究者：成果の公開機会の増加、既存データへのアクセスの簡便化
社会：プラットフォームの標準化による他機関の乗り入れ、他分野での地球科学データの活用促進
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